








1.目的 

 呼吸調節の制御は出生前後で変化し,生後には末梢からの求心性刺激がより増加し,呼吸

調節に関与するようになると考えられる。すなわち,ガス交換は胎児期には胎盤で行われる

が,生後には肺で行われ,呼吸調節は肺や末梢化学受容器から迷走神経を介する呼吸調節が

重要な役割をはたすこととなる。この変化に伴って,呼吸中枢も胎児,新生児,乳幼児と変化

すると考えられる。呼吸中枢のニューロンの発達を知るために,まず延髄の呼吸中枢の

Golgi 染色を行い,樹状突起の年令的変化を観察した。さらに,生後 2 ヵ月より覚醒時多呼

吸を発症した症例を経験し,上位中枢の生後発達を示唆すると考えられたので,その神経生

理学的検討を行った。 


